


　11月下旬の肌寒くなったある日の午後、台風18号で被害をうけた集落へ今回の社協だよりの取材
に伺いました。いろいろとお話を伺っていると、「本当にありがたかった」、「ボランティアは神様や」
などボランティアさんに対する感謝の言葉をたくさんいただきました。災害はないことに越したこと
はありませんが、今後、社協として今回の災害を教訓にして迅速かつスムーズに、ボランティアさん
にも気持ちよく活動していただき、住民のみなさんの一助になれるボランティアセンターを目指して
いかなければと感じました。
　残暑が厳しい9月に災害が発生してから3ヶ月がたち、2013年も暮れようとしています。そこで
今年最後の社協だよりは、被災された方々から災害ボランティアさんへお礼を伝えたいという声もあ
り、特に被害の大きかった集落のみなさんからいただいたメッセージを特集します。

　社協が運営している五湖の
郷につきましても、特養棟お
よびケアホーム棟が浸水の被
害をうけ、入居者の皆さんや
利用者の方にご不便をおかけ
しました。現在はほぼ元どお
りの運営をしていますが、床
の修繕等は今後実施していく
予定となっています。

海士坂区
　台風18号の災害の時、大変大ぜい
のボランティアの方々にお世話にな
りまして、きれいにしていただきま
した事、感謝でいっぱいです。あり
がとうございました。

西山 美栄子さん

　台風18号の災害の時、大ぜい
の皆さん方に大変お世話になり
有難うございました。泥にまみ
れいっしょうけんめいしていた
だき、おかげさまできれいにし
ていただきました。感謝いっぱ
いです。有難うございました。西山 記代栄さん

　床下は泥水が浸水、家の外は30センチを越える泥
に埋まりました。年寄りで病人の私達夫婦ではどうす
ることも出来ず、唯、呆然とする外ありませんでした。
この大変な出来事を助けて下さったのは、ボランティ
アの皆さんのお陰です。地元は元より、県内各地より、
中には県外からも駆けつけて下さって、泥んこになっ
て土砂を取り除いて下さいました。懸命になって働
いて下さいました方々に、言葉は足りませんが感謝
の心で一杯です。どうも有難うございました。

　台風18号大雨にともなう
泥水流入による泥の取り除
きに、暑い中床下等にもぐ
り、除いていただいた多数
のボランティアの方々へお
礼申し上げます。感謝、お
礼のみです。

　今回の水害にボランティアの方々には大変な御
世話になりました。私の家の床下ぐるりの泥を汗
水流しながら一生懸命に取って頂いた事、一生忘
れる事は出来ません。心より御礼申し上げます。
ボランティアに来て頂いた一人一人の御陰様で感
謝感謝の毎日を過ごさせて頂いております。ほん
とうに有難うございました。

　この度の台風（18号）被害に際し、多くのボランティ
アの皆様や社会福祉協議会の人達のご援助をいただ
き、家族一同感謝に絶えません…どうお礼を申し上
げればよいのか…有難い気持ちで一杯です。また「皆
様に泥まみれになって頑張っていただいたこの恩」
「家族への励ましのお言葉」感謝感謝の気持ちです。
　ボランティアの皆様のお陰で被災が「うそ」の様
に復旧する事が出来、冬を越す事が出来ます。本当
に有難うございました。家族一同お礼申し上げます。

　家も納屋も道も畑も赤茶けた泥に埋もれた災害の傷
跡の中、茫然とたたずみ、心が萎え、気持ちが折れて
しまった自分がいました。しかし翌日早朝から駆けつ
けて下さったボランティアの皆さんの明るくテキパキ
とした活動を目のあたりにして瞬時に勇気と活力を頂
きました。いろんな地域からいろんな職種の皆さんの
泥との格闘は一週間続き、驚く程早く元の姿を取り戻し
ました。当時は忙しくてゆっくりお礼も言えませんで
したが、本当にお世話になりありがとうございました。

　区長さん始めボランティ
アの皆々様のおかげで床下
のどろ水を取ってもらいま
した。お忙しい中を遠い所
からお出で下さいまして誠
に有難うございました。深
く感謝して居ります。

髙橋 節子さん

清水 勝昭さん一家

藤川 弥七さん

藤川 ウタさん

　「奉仕する」「人助けをする」言葉では簡単
ですが、「実践する」となれば多くの人々は行
動に移したがりません。我身の立場や時間、
能力を捨てて参加していただいたボランティ
アの皆々様ほんとうに助かりました。その思
いを決して忘れることなく、力強く生き続け
たいと思います。ありがとうございました。 橋本 芳宣さん

池田 幹博さん

西山 彌
ひさし

さん

下野木区

　予想外の被害をうけ老体故呆然と
しておりましたら、社協の方が見え
てボランティアさんの手配をしてくだ
さり、早速お世話になり助けていた
だき、ありがとうございました。お礼
の言葉もありませんが感謝の気持ち
で一杯です。今ようやく落ち着いて
まいりました。これも皆町関係者の
方々始め、ボランティア様のお陰と
日々感謝して暮らしております。本
当にありがとうございました。心より
お礼申し上げます。

　今回の災害で、何分高齢の家族でど
うしたら良いか実は困っておりました
所、皆様方に来ていただきガレキの片付
等の作業をしてもらいその働きぶりはす
ばらしいものでした。本当にありがとう
ございました。お陰様で復帰することが
出来、今は落ちついております。どうぞ
若狭町にお出かけの節はお気軽にお立ち
寄りください。　
　皆様のますますのご健勝を祈念いたし
ましてお礼といたします。

梅ヶ原区

日笠区

　多くの土砂が集落に押し寄せ、住居の床下や庭、さらには生活道路、排水路にも流れ込み、水害
の恐ろしさを思い知らされました。
　私達の集落は山あいの20軒足らずの世帯で、高齢者の割合も高く、この土砂をどのようにすれば
よいのか思い悩んでいました。重機を使って作業できるところはまだいいのですが、床下や狭い場
所では手作業となり、区民総出で対応しても追いつかないような状況のなかで、災害ボランティア
の活動を知り、さっそく依頼しました。自分自身その活動がどういうものなのかはっきりせず、正
直半信半疑だったように思います。
　ところが活動していただく姿を目の当たりにし、大変心強く、また、有難く感じました。床下の
狭い所に身体を折り曲げて入り込み、汗だくになりながら土砂を取り除く姿や一輪車に積まれた土
砂を幾度となく運搬していただく姿を目の当たりにしました。おそらく普段の生活の中では経験さ
れることが少ない重労働であろうと思いますが、積極的に活動される姿に、頭が下がる思いでした。
おかげさまで皆さんのご協力により短期間のうちに通常の生活ができるまでになりました。
　活動していただいた皆さん一人ひとりに感謝の気持ちをお伝えしたい、そういった思いでいっぱ
いです。勝手ながらこの紙面をお借りしお礼申し上げます。ありがとうございました。

梅ヶ原区長
原　茂嗣さん

大野木 好子さん 田中 喜一郎さん、
マサ子さん夫妻

　台風18号により甚大な被害を受けた海士坂区ですが、多くの方のご支援をいた
だき現在は平穏な日々を送っています。早く、土砂が撤去され砂防ダムが建設され
ることを区民一同願っています。

海士坂区長　田村 知也さん

ボランティアのみなさん

本当にありがとうございました。

～台風18号被災地よりお礼メッセージをお届けします。～
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お届けします welfare information福祉 情報の

「社会福祉事業に役立てて下さい」と下記の方々よりご寄付をいただきま
した。預託や寄付いただいた物品は、地域や若狭町社会福祉協議会にて
有効に使わせていただきます。下記以外にも多くの方々より、使用済み切
手やエコキャップ等のご寄付をいただきました。ありがとうございました。

（敬称略・順不同）

　野木小学校の皆さんから、大切に育てられたお米を寄贈いただきました。いただいたお米は、
町内のひとり暮らし高齢者宅等へ配達される配食サービスのお弁当や、社協デイサービスなど
の食事に使わせていただきます。

『愛情いっぱいのお米をいただきました』

平成25年9月21日～ 11月20日

物 品 預 託

渡辺　幸子 壁掛け時計 公明党若狭支部女性局 タオル 匿名 もち米
匿名 オムツ 三方地区身体障害者福祉協会 オイルフリーコンプレッサー

福 祉 基 金

匿名 30,000円 野村　平和（相田） 200,000円

社協職員募集!!

ボランティア大募集!! ～あなたのできることを地
域の力に～

若狭町社会福祉協議会では、デイサービス看護師と介護支援専門員（ケアマネジャー）を募集
しています。パートタイムでの勤務や現場見学も可能ですので、お気軽にお問合わせ下さい。
あなたの資格を若狭町の福祉のために活かしてみませんか。

　若狭町社会福祉協議会では、保健師・看護師資格をお持ちのボランティアを募集しています。
災害ボランティアセンターで、ケガをされたボランティアの応急処置等をしていただける保健
師・看護師さんやデイサービスセンターで、利用者さんと健康についてのお話しなどをしてい
ただける保健師・看護師さんを募集しています。
　保健師・看護師免許をお持ちのみなさん、知識と経験をボランティア活動に活かしてみませんか。

　ひとり暮らしの高齢者の方や障がいをおもちの方など、自力で雪かきが困難な方（世帯）を
対象に、玄関先などの雪かきをお手伝いしてくださるボランティアを募集しています。あなた
のできることを活かしてみませんか?「活動したい」という方がいましたら、お気軽に下記ま
でお問合わせください。

※自力での雪かきが困難な世帯とは…
①ひとり暮らし高齢者（概ね65歳以上）および障がい者世帯
②高齢者（概ね65歳以上）および障がい者のみの世帯
③ひとり暮らしの病気療養者世帯、または病気療養者のみの世帯

福井県社会福祉協議会主催の
「ふくし広報コンテスト2013」広報誌部門で
当会社協だよりが優秀賞を受賞しました。

【要　件】 〈看護師〉 〈介護支援専門員（ケアマネジャー）〉
 ・正または准看護師免許保有者 ・介護支援専門員資格保有者
 ・普通自動車運転免許保有者   （見込みも含む）
 ・土曜日、国民の祝日を含む週40時間勤務可能な方 ・普通自動車運転免許保有者
【給　与】 本会給与規程に準じます　※前職歴加算あります
【採　用】 平成26年4月1日（相談に応じます）

【問い合わせ先】若狭町社会福祉協議会  法人本部　　担当：田辺　☎0770-62-9005

【問い合わせ先】
若狭町ボランティアセンター
（若狭町社会福祉協議会パレア若狭本所内）
担当：満田（みつだ）　☎0770-62-9005

保健師・看護師ボランティア

除雪ボランティア

ふくし広報コンテスト2013

優秀賞受賞!
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